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柳沢幸江（和洋女子短大）

　調理学の授業を進めるに当たり学生の食生活を把握するこが重要と考え，平成４年と平
成７年の４月に食事等に関するアンケート調査を行った。対象は大学家政学部と短期大学

家政科（共に生活及び被服）のmm学実習を履修している学生で，計1267人である。

　食事の現状調査の結果, 3食を取っている者は約85％で，このうちの約７割は間食も取っ
ていた。また朝食を抜いていた者は約9%であり，これらの値は家族構成，母親の就職の

有無とも関係してい｡ると思われる。外食の利用回数には年による変化は殆どなく，夕食を
外食で済ますことも多い者も30％を越しており，アルバイトの関連が考えられる。ダイエッ

トについては，現在行っている者は7%であったが，過去に行ったことのある者は，平成
４年には3496, 7年には49％とダイエットが若年化の傾向にあることを推測させた。

　嗜好に関する調査では，いずれの年も好きな食べ物の１位はスパゲッティで，嫌いな食
べ物の１位はセロリであった。普段よく飲む飲み物は緑茶，鳥龍茶，牛乳の順であった。

　家庭における調理の調査では，味噌汁，焼き魚，カレーライスは家でよく食べ，調理も
している。天ぷら，コロッケは家で食べる頻度はほぼ同じであるが，天ぷらは家で調理す

ることが多く，コロッケは調理したものを購入することが多い。また寿司も購入すること
が多い料理である。調理器具では，平成７年にすりばち，裏ごし器，盆ざるの保有率がか

なり減少したが，浄水器の設置が増加した。また市販の水を購入する者が多くなった。
　基本的な配膳が出来るか否かの調査では，飯・味噌汁・箸の配置がおかしかった者は約

20％あったが，新入生の比較では被服専攻の学生において割合がかなり高かった。

2Qa－11 女子学生の健康度に及ぼす生活行動因子について
　○江上いすず＊　長谷川　昇＊　鈴木真由子**

　　(＊名古屋文理短大t新潟大教育)
　【目的】成人病が蔓延している現在、壮年期へ移行する前段階である青年期の健康作り

が、成人病予防・健康の維持向上には不可欠であると思われる。そこで、本研究は青年期

の女子学生に焦点を当て、ライフスタイルを多面的（体格、体力、生活環境・時間、疲労

度、ストレス）に捉え、健康な生活を送るための指標を作成することを目的とした。本報

では、運動歴とアルバイト時間が健康度に及ぼす影響について報告する。

　【方法】　1.調査期日　1995年11月　2.対象　主に愛知県に居住する女子短大生（19～2

0歳）206名に対し、194名の回答を得た（回収率92.7%）。3.調査方法①身体特性とし

て、身長・体重、体脂肪率《ﾀﾆﾀ製TBF-501使用》の測定を行った。②質問紙による調査

として、過去の運動経験2項目（8質問）、生活環境|・行動8項目（22質問）、合牛活8項目

　（10質問）について、選択式と自由回答式で行った。健康状態（慢性疲労・保健行動・自

己管理・ストレス）60項目については、4段階評定尺度を使用し、点数化した。

　【結果】　I.身体特性は、身長158土5. 3cm、体重51.9土7.48kg、BMI20. 8土2.52、体脂肪率

26.2土5.51％であった。2.授業以外で、中学時代のみの運動実施者は62名（32.%、同様

に中・高校のみ63名（32.5X）、中･高･大学と継続している者15名（7.1%）、運動歴無しの

者38名（19.6X）であった。3.運動歴別にBMI、体脂肪率、アルバイト時間、慢性疲労、保

健行動、自己管理、ストレスについて、１元配置の分散分析の結果、保健行動のみが差を

認め、t検定の結果、中･高･大学と運動を継続中の者が運動歴の無い者より点数が高かった。
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